
・安倍川河川改修事業
・安倍川総合水系環境整備事業

（河川整備計画策定を受けての報告）

平成２０年１０月２０日

国土交通省中部地方整備局

静 岡 河 川 事 務 所

資料８
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１.流域の概要

－１－

○水 源 ：静岡県静岡市と山梨県南

巨摩郡早川町の県境に位置する大谷嶺

（標高約2,000ｍ）

○流 域 面 積 ：567km2

○幹川流路延長：51km

○直轄管理区間：31.59km

○流 域 内 市 ：静岡市1市（約70万人）

○流域内人口 ：約17万人

○年平均降雨量：平野部約2,200mm

上流域約2,800mm

○主要洪水調節施設：なし

○水質(BOD75%値)

0.4mg/l(H9～H18の平均 安倍川上流曙橋AA類型)

0.7mg/l(H9～H18の平均 安倍川下流安倍川橋A類型)

0.4mg/l(H9～H18の平均 藁科川牧ケ谷橋AA類型)

○主 要 洪 水
大正 3年 8月（台風）

昭和41年 9月（台風26号）

昭和49年 7月（台風8号：七夕豪雨）

昭和54年10月（台風20号）

平成 3年 9月（秋雨前線・台風18号）

大正３年 静岡市街地の被害状況

安倍川と中部地方の主要河川の縦断図

典型的な網状河川
安倍川3.0k付近（下流から上流を望む）



２.前回評価時以降の経緯

－２－

＜前回評価＞
H15年１2月 第４回事業評価監視委員会

再評価
・安倍川水系工事実施基本計画に基づく
再評価

H1６年６月 安倍川水系河川整備基本方針 策定

H20年３月 安倍川水系河川整備計画 策定

＜今回評価＞
H20年10月 第2回事業評価監視委員会 報告

・安倍川水系河川整備計画に基づく再評価

安倍川河川改修事業 安倍川総合水系環境整備事業

今回の事業評価監視委員会での報告は、平成20年３月に安倍

川水系河川整備計画が策定されたことに伴う報告である。

＜平成17年度新規事業採択＞
※Ｈ17年度より水環境・自然再生・利
用推進を統合し、総合水系環境整備事
業となり水系単位の評価に移行



３.河川整備計画策定の経緯

－３－

意
見

意
見

意
見

第
６
回
流
域
委
員
会

（
Ｈ
19
年
9
月
27
日
）

関
係
住
民
か
ら
の
意
見
聴
取

（
住
民
意
見
交
換
会
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
縦
覧
、
意
見
募
集
）

地
方
公
共
団
体
の
長

安
倍
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
原
案
）
の
作
成

安
倍
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（案
）
の
作
成

安
倍
川
水
系
河
川
整
備
計
画

の
策
定
（
Ｈ
20
年
3
月
27
日
）

流域委員会
・第１回(H15.08.27)
・第２回(現地視察)
・第３回(H16.03.19)
・第４回(H16.07.30)
・第５回(H19.03.19)

整備計画作成の
ためのアンケート
の実施

意見

意見

意
見

第
７
回
流
域
委
員
会

（
Ｈ
20
年
1
月
10
日
）

～学識経験者・住民・行政・河川管理者の思いをひとつにまとめました～～学識経験者・住民・行政・河川管理者の思いをひとつにまとめました～



４.工事実施基本計画･河川整備基本方針･河川整備計画の比較

－４－

注）

【工事実施基本計画】

平成９年改正前の河川法第１６条に基づき定められた計画

【河川整備基本方針】

平成９年に改正された河川法第１６条に基づき定められた計画

【河川整備計画】

平成９年に改正された河川法第１６条の２に基づき定められた計画

手越 4,900手越 6,000手越 5,500
計画高水流量(m3/s）

（河川整備計画については

整備の対象とする流量）

手越 4,900手越 6,000手越 5,500

基本高水のﾋﾟｰｸ流量
(m3/s）

（河川整備計画については

整備の対象とする流量）

概ね３０年将来将来整備期間

平成20年3月平成16年6月昭和41年7月策定年月

河川整備計画河川整備基本方針工事実施基本計画



－５－
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戦後最大 S54.10洪水：4,900m3/s

○観測史上最大流量である昭和54年10月洪水と同規模の
流量を安全に流下させることを目標とする。

○目標とする流量は、牛妻地点において3,750m3/s、手越
地点において4,900m3/sとする。

【整備計画目標流量配分図】 単位：m3/s

牛妻
安倍川 ●

3,750 → → 4,900

↑ ■
1,500 手越

■基準地点
●主要地点

駿
河
湾

藁
科
川

５.河川整備計画での河川改修事業に関する目標と内容

4,900m3/s

河道への

配分流量

昭和54年10月洪水0m3/s4,900m3/s手越安倍川

備考

洪水調節

施設による

洪水調節量

河川整備計画

の目標流量
基準地点名河川名

目標流量と河道整備流量

１）河川整備計画での河川改修事業の目標



2.堤防の安全度確保対策2.堤防の安全度確保対策

護岸、高水敷の整備

1.河積の確保対策1.河積の確保対策

○洪水の安全な流下に必要な河積を確保するため、河道掘削、堤防整備を行う。

○洪水時の洗掘・侵食に対して堤防の安全性を
確保するため護岸整備（高水・低水）・高水敷
整備、水制や根固め工の設置等を行う。

河道掘削、堤防整備

水制

堤防強化

○雨水や洪水の浸透に対して堤防の安全性を確保するため、堤防強化を行う。

－６－

安倍川は我が国有数の急流土砂河川かつ網状河川であり、流出土砂が
低水路に堆積し、中小洪水でも洪水流が高水敷を流下し、高水敷や堤
防が侵食される。河道掘削及び水制群による河道の安定化と河積確保
を実施するとともに、緊急的な対策として護岸整備による堤防整備と
強化、高水敷造成を実施する。

堤防整備
堤防の高さ・断面不足の解消

河道掘削
水位を低下させ、洪水を安全に流下させる

河道掘削（砂利採取規制計画）
高水敷造成・海岸の養浜・骨材利用等に利
用（海域へ土砂が流下しやすい断面を検討）

低水護岸の整備

高水護岸の整備

高水敷の整備
洪水流を堤防から遠ざけ、側方侵食、深掘れから
堤防を防護（堤防防護ライン：堤防より50ｍの位置）

堤防強化（堤防断面の拡大）
侵食、浸透に対する安全性を確保するための断面拡大、高水護岸の整備等

２）河川整備計画での河川改修事業の内容



６.河川整備計画での総合水系環境整備事業に関する目標と内容

河川環境の整備と保全に関する目標は、清流安倍川の保全、利用と河川環境の整備と保全に関する目標は、清流安倍川の保全、利用と
保全の調和のとれた安倍川の川づくりを図っていくことを目指します。保全の調和のとれた安倍川の川づくりを図っていくことを目指します。

－７－

河川空間の適正な利用河川空間の適正な利用

河川水質の保全河川水質の保全良好な河川環境の保全と再生良好な河川環境の保全と再生

河川敷グランドの活用 環境学習の場としての活用

地域住民との協働による水質調査木枯の森

水面利用（釣り） 水面利用（水遊び）

１）河川整備計画での総合水系環境整備事業の目標



－８－

１．河川環境・景観の保全

２．河川空間の適正な利用

市民との協働活動(流木クリ－ンまつりの様子)

地域に親しまれた特徴的な
河川景観である舟山

生物の生息場所となっている河畔林

●河川利用空間の促進

（堤防やスロープや階段の整備）

●河川区間利用の維持、保全

●地域と連携した川づくり

●秩序ある利用

●河川美化体制

●魚類などの自然環境に配慮した多自然川づくりの実施

●継続的な環境モニタリングの実施

●河川景観の保全

河川敷の利用状況

環境整備事業箇所位置図

牛妻地区
・緩傾斜堤、親水護岸、階段等

河口部
・階段、スロ－プ、高水敷整正等

下川原地区
・階段、スロ－プ、散策路等

山崎地区
・階段、スロ－プ等

伝馬町新田地区
・階段、スロ－プ、散策路等

足久保地区
・階段、スロ－プ等

鳴沢川地区
・階段、スロ－プ、散策路等

俵沢地区
・階段、スロ－プ、散策路等

森横地区
・階段、スロ－プ、散策路等

大原地区
・階段、スロ－プ等

２）河川整備計画での総合水系環境整備事業の内容



７.再評価の視点

河川整備計画の策定にあたっては、現状と課題を整理し「事業の必要河川整備計画の策定にあたっては、現状と課題を整理し「事業の必要
性等に関する視点」を流域委員会等で説明した上で、整備の目標及び性等に関する視点」を流域委員会等で説明した上で、整備の目標及び
整備の実施に関する事項を定めています。整備の実施に関する事項を定めています。

①．河川改修事業に関する社会情勢等

東名高速道路やJR新幹線等の日本の動脈と
なる幹線道路、鉄道が東西に横断

0
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700

800

昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

人
口

、
世

帯
数

人口（千人）
世帯数（千世帯）

洪水による河岸侵食の状況
（平成12年9月洪水：静岡市福田ヶ谷地先）

 

堤防の一部侵食に対する応急工事の状況
（昭和57年8月洪水：静岡市福田ヶ谷地先）

土砂堆積による河床上昇の状況（新幹線とＪＲ在来線）

－９－静岡市の人口及び世帯数の推移

１）再評価の視点（事業を巡る社会情勢）

◆大正3年8月29日洪水

台風による豪雨（雨量：327mm/2日）で堤防が決壊し、死者行方不明者4人、床上浸水6,566戸、床下浸水

1,707戸の被害が発生した。

◆昭和54年10月19日洪水

台風20号（雨量：153mm/2日、手越地点流量：約4,900m3/s）により、床上浸水34戸、床下浸水45戸の被害が

発生した。

主な洪水

洪水による堤防の被災
（平成3年8月洪水：静岡市俵沢地区）

河岸侵食
幅５０ｍ

安倍川沿川の市街には、人口資産が集積しています。また、東名、第二東名(建設中)、国道
1号、新幹線など日本の経済の基礎をなす重要交通網が集中しています。一方で安倍川は急

流、網状河川のため、中小洪水においても河岸侵食などの災害が頻繁に発生している。
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②総合水系環境整備事業に関する社会情勢等

河川空間利用状況

平成15年度
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【現 状】
安倍川の河川空間利用状況は、他水系に比べ非常に高い。スポーツ等により高
水敷の利用が非常に高く、水際、水面の利用が比較的少ない結果となっています。

【今 後】
自然環境の再生を図るとともに安心、安全な親水活動ができる水際等の整備を
行っていきます。

※河川水辺の国勢調査
(河川空間利用実態調査)
をもとに作成

平成18年度中部地方の年間
河川空間利用状況（推定値）
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①．前回評価時（H15年度）以降の主な事業

安倍川緊急対策特定区間
(左岸3.25k～8.5k：L=5.25k)

静岡市の中枢機能や人口、資産等が集中する静岡市街地の
防災対策の強化に向け、平成15年度より緊急的に安倍川左
岸堤防の補強対策を実施

緊急対策特定区間の整備イメージ図

２）再評価の視点（河川改修事業の進捗状況）



－12－

安倍川水系における堤防は、河川管理施設等構造令に基づく

構造（完成堤防）で大臣管理区間の約60％が整備されているも

のの、堤防が整備されていない区間や堤防の高さや幅が不足し

ている区間が約40％残されている。

暫定堤防

断面が不足している

高 さ が 不
足している

計画断面

完成堤防

▽

断 面 が 不
足

している

▽

▽

完成堤防

暫定堤防

断面が不足している

高 さ が 不
足している

計画断面

完成堤防

▽

断 面 が 不
足

している

▽

▽

完成堤防

②．堤防の整備状況

堤防整備状況（平成19年3月現在）

○完成堤防 ：約６０％（前回評価時 約７０％※）

○暫定堤防 ：約４０％（前回評価時 約３０％※）

※計画高水流量の改定により完成堤防の規定を見直し。

堤防整備状況一覧

国管理延長は、安倍川+藁科川の延長を示す。「平成19年3月時点」

63.3 9.3 40.2 21.7 59.8 32.3 31.6 

kmkm％km％kmkm

合計
不必要
区間

暫定堤防堤防完成
国管理

区間延長



地区名：安倍川牛妻地区
【水辺の楽校】

事業内容：低水護岸・緩傾斜堤
事業期間：H17～H18

－13－

環境整備は、地域のニーズや必要性の高い箇所において、関係機環境整備は、地域のニーズや必要性の高い箇所において、関係機
関、地域住民、市民団体等と連携し、調整を図った上で実施していま関、地域住民、市民団体等と連携し、調整を図った上で実施していま
す。す。

小学生による水生生物調査(牛妻）

地元住民による川遊び(牛妻）

３）再評価の視点（総合水系環境整備事業の進捗状況）
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安倍川の河川改修事業に要する総費用（Ｃ）は約２５４億
円であり、事業実施によりもたらされる総便益（Ｂ）は
約３，９４４億円となる。
これをもとに算出される費用便益比（Ｂ／Ｃ）は１５．５と
なる。

総 便 益：評価時点を現在価値化の基準地点とし、治水施設の整備期間と治水施設の完成から

50年間までを評価対象期間にして、年平均被害軽減期待額を割引率を用いて現在

価値化したものの総和

※総便益は河川改修によって得られる効果を想定している。

総 費 用：評価時点を現在価値化の基準時点とし、治水施設の整備期間と治水施設の完成から

50年間までを評価対期間にして、事業費と維持管理費を割引率を用いて現在価値化

したものの総和

事 業 費：安倍川の治水施設の完成に要する費用

維持管理費：平成10年から19年までの10年間の単純平均

割 引 率：「社会資本整備に係る費用対効果分析に関する統一的運用指針」により4％とする

※評価基準年：平成20年度（平成20年度現在価値）

※評価対象事業：整備計画事業

※実施済の事業費は実績値を反映

※総便益は整備実施による浸水被害軽減額より積算

Ｂ／Ｃ ＝
総便益（ 便益 ＋ 残存価値 ）

総費用（ 事業費 ＋ 維持管理費 ）

【 河川改修事業評価 】

＝（3,942億円＋2億円）／（139億円＋115億円）≒ 15.5

便益の内訳（一般資産：1,398億円、農作物：7億円、公共土木：2,368億円、
営業停止：104億円、応急対策：65億円）

４）再評価の視点（河川改修事業の費用対効果）
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安倍川の河川環境の整備に要する総費用（Ｃ）は約１２．０
億円であり、事業実施によりもたらされる総便益（Ｂ）は
約２８．１億円となる。
これをもとに算出される費用便益比（Ｂ／Ｃ）は２．４となる。

【河川環境事業評価】

＝（28.1億円）／（10.7億円＋1.2億円）≒2.4

総便益：評価時点を現在価値化の基準地点とし、施設の整備期間（30年）と施設の完成から50年

間までを評価対象期間にして、CVM(仮想市場評価法)で算出し、割引率を用いて現在価

値化したものの総和

便益 ＝ ＷＴＰ Ｘ 世帯数 Ｘ 評価期間（50年）

（支払意志額） （安倍川沿川5km圏内世帯数合計） （施設の耐用年数）

総費用：評価時点を現在価値化の基準時点とし、施設の整備期間と施設の完成から

50年間までを評価対象期間にして、事業費と維持管理費を割引率を用いて

現在価値化したものの総和

事業費：安倍川の環境整備事業の完成に要する費用

維持管理費：安倍川の施設の維持管理に要する費用

割引率：「社会資本整備に係る費用対効果分析に関する統一的運用指針」により4％とする

※評価基準年：平成19年度（平成19年度現在価値）

※評価対象事業：整備計画事業に位置づけられた総合水系環境整備事業

※実施済の事業費は実績値を反映

Ｂ／Ｃ ＝
総便益

総費用（ 事業費 ＋ 維持管理費 ）

５）再評価の視点（総合水系環境整備事業の費用対効果）
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８.治水事業の効果

6,2930.146,293氾濫被害額（億円）

45,510045,510浸水家屋（戸）

124,2700124,270氾濫人口（人）

18.100.2718.37氾濫面積(km2)

効果30年後現況評価項目

現在

想定氾濫区域図（現況） 想定氾濫区域図（30年後）

30年後

公共施設等の浸水被害

浸水被害及び効果一覧

避難所

主な病院

駅 役所
（県庁、市役所）

警察署、
消防署

インタ－
チェンジ

学校
（小・中・
高・大）

幼稚園・
保育園

災害弱者
関連施設

4

0

0 2 4 6 8 10

30年後

3

0

0 2 4 6 8 10

30年後

現在6

0

0 2 4 6 8 10

30年後

現在

6

0

0 2 4 6 8 10

30年後

現在

3

0

0 2 4 6 8 10

30年後

現在
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0
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30年後

現在

21

0
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30年後

現在

27

0
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30年後

27

0

0 10 20 30 40 50

30年後

現在
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９.対応方針

①事業の必要性に関する視点
・安倍川は現状においても治水安全度が低く河川改修を進
めていく必要がある。

・安倍川の水辺空間は、都市化の進んだ流域に残された貴
重な空間となっているため、利用の促進を図るとともに
河川環境と景観の保全を図る必要がある。

②事業進捗の見込みの視点
・整備計画策定にあたっては、学識経験者、地域住民、県

知事、市長の意見を聴き策定したものであり、計画対象
期間である概ね３０年間での事業の実施は妥当と考える。

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
・新技術の積極的な採用や掘削土砂の有効利用など、引き

続きコスト縮減につとめる。
・河川整備計画は現時点の流域における社会経済状況、自

然環境の状況、河道状況等を前提としてコスト縮減や代
替え案も含めて策定したものであり、策定後のこれらの
変化や新たな知見、技術の進歩等により、必要に応じて
適宜見直しを行う。

以上のことから、河川整備計画（H20.3.27）に基づき、
河川改修事業及び総合水系環境整備事業を継続する。


